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	ローカル５Ｇは当面「自己の建物内」又は「自己の土地内」での利用を基本とする。 
	建物や土地の所有者が自らローカル５Ｇの無線局免許を取得可能。 
	建物や土地の所有者から依頼を受けた者が、免許を取得し、システム構築することも可能。 
	携帯事業者等（※）によるローカル５Ｇの免許。 
	取得は不可

	2．電波法の手続き 
	無線局の免許申請及び事前の干渉調整が必要。（標準的な免許処理期間は約１ヶ月半） 
	基地局は個別の免許申請が必要。端末は、包括免許の対象として、手続きを簡素化。 
	ローカル５Gの電波利用料は、基地局：2,600円/年端末(包括免許)：370円/年
	ローカル５Ｇを実現するサービス形態によっては、電気通信事業の登録又は届出が必要。 
	4．携帯事業者等との連携 
	ローカル５Ｇの提供を促進する観点から、携帯事業者等による支援は可能。（ただし、携帯事業者等のサービスの補完としてローカル５Ｇを用いることは禁止） 
	公正競争の確保の観点から、ローカル５Ｇ事業者は、ローミング接続の条件等について不当な差別的取扱いを行うこと（特定の事業者間の排他的な連携等）は認められない。 
	NTT東西について、携帯事業者等との連携等による実質的な移動通信サービスの提供を禁止。
	

	（※）携帯電話サービス用及び広帯域無線アクセス用の周波数帯域（2575-2595MHzを除く）を使用する事業者
	ローカル５Ｇとは
	「ローカル5G」は通信事業者以外の様々な主体（地域の企業や自治体等）が、自ら5Gシステムを構築可能とするもの。
	（以下は、いずれも導入が想定される事例）

	医療機関が導入遠隔診療ゼネコンが建設現場で導入建機遠隔制御事業主が工場へ導入スマートファクトリ農家が農業を高度化する自動農場管理自治体等が導入河川等の監視センサー、4K/8Kスタジアム運営者が導入 eスタジアム 自治体によるテレワーク環境の整備 5 Gローカル5Gのメリット 地域や産業の個別のニーズに応じて柔軟に5Gシステムを構築できる 通信事業者ではカバーしづらい地域で独自に基地局を設けられる 他の場所の通信障害や災害などの影響も受けにくく、電波が混み合ってつながりにくくなることもほとんどない CATVで導入４Ｋ･８Ｋ動画 
	ローカル５Gの利活用（実証実験）
	Figure
	総務省においては、住友商事（株）と連携して、地方創生とSociety5.0に寄与する 5G基盤の利活用可能性を検討するため、今年度5Gを用いたフィールド実証（技術・実用性・事業性検証）を実施中。 
	Figure
	特に今後の電波活用促進が期待されるミリ波帯（28GHz帯）での電波特性について検証。
	【実証実験場所】【実験の様子】
	Figure
	ローカル５Gの利活用（実証実験）
	Figure
	5Gを用いたフィールド実証では、住宅の密集度合いに応じた、ミリ波帯（28GHz帯）での電波特性について検証（6月：愛媛県松山市、7月東京都練馬区）。 検証の結果、基地局から端末が見通すことができる環境下において、5Gを用いた 4Kのほか、8K映像の伝送を支障なく実施できることを確認。
	

	Figure
	Figure
	ローカル５Gの利活用（実証実験）
	Figure
	その他、天候や樹木等において、ミリ波帯（28GHz帯）での電波特性について検証。 検証の結果については、雪などの遮蔽物により、映像伝送方法に課題があることも把握。
	Figure
	Figure
	ローカル5G実証実験で検証している品質基準
	ローカル5G実証実験で検証している品質基準
	Figure
	5G・IP伝送で満たすべき主な品質基準有線で提供しているサービス
	放送＊注意②通信 8K (現時点では有線では未提供) 4K新BS衛星放送再放送＊注意①ケーブル 4K/4Kコミch 4K地上波再放送 2K CS 2K コミch 2Kインターネット 0AB～J電話＊注意③①スループット 80Mbps以上①スループット 40Mbps以上①スループット 25Mbps以上①スループット 10Mbps以上 Netのサービス品質 Youtube映像視聴 OAB J電話品質基準エンドエンドの平均遅延： 0.15秒以下パケットロス： 1/1000以下②パケットロス 1/1000万以下③パケット遅延 1.0秒以下④パケットジッタ（揺らぎ） 0.1秒以下①スループット 10Mbps以上総務省受託調査研究 
	＊注意①
	新4K8K衛星通信ﾌｫｰﾏｯﾄを IP放送する場合には、パケット長等 ARIB仕様の課題あり、5G品質の課題とは別に解決必要
	＊注意②
	品質とは別に権利処理等の課題解決必要
	＊注意③ 
	0AB-J番号が5Gに付与可能かは品質の課題とは別に総務省要確認
	地域課題解決型ローカル５ G等の実現に向けた開発実証R2要望 70.1億円 地方発のアイデアの具現化には通信技術・インフラ、人的リソース・財源のマッチングが課題となっている。地方からのアイデア /ニーズの実現を支える効率的な仕組みを構築することが必要。 地域の企業や自治体をはじめ、様々な主体が個別のニーズに応じて独自の５Ｇシステムを柔軟に構築でき、地域課題解決に資することが期待されている「ローカル５Ｇ」等の実現に向け、地域のニーズを踏まえた開発実証を推進。プロジェクトプロジェクトプロジェクト農業医療プロジェクト … プロジェクトの募集・選定 メーカー等とのマッチング インフラ整備、実証への参画 製品の提供地域課題解決モデル（仮）地域課題解決モデルの実証モビリティ地域課題解決モデル（仮） …地域課題解決モデル（仮）地域の産学官金・地元コンサル等地域課題解決モデル（仮）地場産業等通信事業者・メーカー 技術実証のアレンジ実証拠点・環境の整備高度無線システムの技術実証選定にあたっては、 技術実証としての有効性だけでなく、ビジネスとして国内外への展開の可能性 参加機関自身による機器提供等何らかのコスト負担の
	Figure
	ローカル5Gのシステム構成
	ローカル5Gのシステム構成
	Figure
	ローカル 5G導入当時は、地域BWAのエリア内にて、ローカル 5Gのエリアが形成される。 
	5G基地局と地域BWA基地局間と連携したNSA構成のシステムが必要。（地域BWAの基地局がなければ、ローカル5Gの通信は行えない。） 
	5G基地局と地域BWA基地局間と連携したNSA構成のシステムが必要。（地域BWAの基地局がなければ、ローカル5Gの通信は行えない。） 
	

	機器の連携をするため、同一のメーカー出なければ NSA構成は構築できない。

	注：LTE基地局を地域BWA基地局と読み替えてください。






